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授課科目名稱：日本經濟發展與技術進步（二）
授課教師：任燿廷
	開課班級
	日研所在職碩士班(8497)
	eq \o(\s\up 6(系),\s\do 6(所))(日、進、研)   年   班
	必/選修
	  修

	學分數
	    學分    小時（ 單、上、下 學期     學分）
	先修科目
	

	教學內容
及進度
	週次
	月／日
	內容

	
	第一週
	
	持続する成長力

	
	第二週
	
	

	
	第三週
	
	持続する成長力の源泉

	
	第四週
	
	国際経済の動向と構造変化

	
	第五週
	
	

	
	第六週
	
	アジアダイナミクスと国際事業ネットワークの形成

	
	第七週
	
	アジアに於ける国際事業ネットワークの形成

	
	第八週
	
	アジアに於ける国際事業ネットワーク形成に於ける進出先としての中国とASEAN4の経済環境と投資事業環境

	
	第九週
	
	期中考試週

	
	第十週
	
	

	
	第十一週
	
	持続する成長力のために取り組むべき課題

	
	第十二週
	
	対内直接投資の拡大

	
	第十三週
	
	人的資本の育成と活用

	
	第十四週
	
	

	
	第十五週
	
	投資立国の実現に向けて

	
	第十六週
	
	

	
	第十七週
	
	

	
	第十八週
	
	期末考試週

	講授方式
	x
	課堂講授
	x
	分組討論
	
	參觀實習  
	
	其他（　　　　　　　）

	教學設備
	x
	電腦pp
	
	投影機
	
	其他（　　　　　　　                       ）

	教材課本
	1. 経済通産省（2006）『通商白書2006－持続する成長力に向けてー』経済通産省（可自經產省網頁下載）
2. 経済産業省（2006）『新経済成長戦略』経済産業省2006年6月（可自經產省網頁下載）
3. 南亮進（2002）『日本の経済発展』東京：東洋経済新報社
4. 三橋規宏等著（2003）『ゼミナール日本経済入門』東京：日本経済新聞社
5. Dosi, G., K. Pavitt and L. Soete, (1990). “ The Economics of Technical Change and International Trade,” New York: Harvester Wheatsheaf


	參考書籍
	1. R. Nelson ed.（1993）National Innovation Systems, Oxford University Press
2. 先端情報技術研究所（2003）『わが国が行う情報技術研究開発のあり方に関する調査研究（6、7）』
3. 日本政策投資銀行設備投資研究所（2003）『わが国製造業の打開策を探る　プロダクシヨン·ニューパラダイム研究会報告書』日本政策投資銀行
4. OECD（2004）Japan : Progress in Implementing Regulatory Reform , Paris : OECD. http://oecdpublications.gfi-nb.com/cgi-bin/OECDBookShop.storefront/EN/product/422004101P1

	批改作業篇數
	
	備  註
	本欄位僅適用於所授課程需批改作業之教師填寫。

	成績考核方式
	x
	平時成績： 30  ％
	
	期中考成績：     ％
	
	期末考成績：     ％

	
	x
	讀書報告： 30  ％
	x
	其他（期末小論文）：40 ％

	備考
	1. 本表格式請參考使用，教學計畫表格有兩種，授課教師可至教務處網頁各項表單中下載，
任擇一種使用。
2.自製格式請具備上述項目。
3.教學計畫表上傳步驟：請從教務處網頁依「教學計畫表上傳」指示進入。








